
施策一覧 【資料1】

基本目標１　いきいきと子どもが生まれ育つまち
１　母性並びに乳児及び用事などの健康の確保・増進

シート 計画書ページ 担当課
1-1 P40 福祉健康課（保健センター）
1-1 P40 福祉健康課（保健センター）
1-1 P40 福祉健康課（保健センター）
1-1 P40 福祉健康課（保健センター）
1-1 P40 福祉健康課（保健センター）
1-1 P41 福祉健康課（保健センター）
1-1 P41 福祉健康課（保健センター）
1-1 P41 福祉健康課（保健センター）
1-1 P41 福祉健康課（保健センター）
1-1 P41 福祉健康課（保健センター）
1-1 P41 福祉健康課（保健センター）
1-1 P41 福祉健康課（保健センター）
1-1 P42 福祉健康課（保健センター）
1-1 P42 福祉健康課（保健センター）
1-1 P42 福祉健康課（保健センター）
1-1 P42 福祉健康課（保健センター）
1-1 P42 福祉健康課（保健センター）
1-1 P42 福祉健康課（保健センター）
1-1 P43 福祉健康課（保健センター）
1-1 P43 福祉健康課（保健センター）
1-1 P43 福祉健康課（保健センター）
1-1 P43 福祉健康課（保健センター）
1-1 P43 福祉健康課
1-1 P43 福祉健康課
1-1 P43 福祉健康課（保健センター）

２　未就園児とその家庭に対する支援
シート 計画書ページ 担当課
1-2 P44 福祉健康課
1-2 P44 福祉健康課
1-2 P44 福祉健康課
1-2 P44 福祉健康課
1-2 P44 福祉健康課

基本目標２　にこにこと子どもを育てるまち
１　地域における子育ての支援

シート 計画書ページ 担当課
2-1 P45 福祉健康課
2-1 P45 福祉健康課
2-1 P45 福祉健康課
2-1 P46 福祉健康課
2-1 P46 福祉健康課
2-1 P46 福祉健康課
2-1 P46 教育総務課
2-1 P46 福祉健康課
2-1 P47 教育文化振興課 修正なし
2-1 P47 教育文化振興課 修正なし
2-1 P47 教育文化振興課 修正なし
2-1 P47 福祉健康課
2-1 P47 福祉健康課
2-1 P47 教育総務課

２　職業生活と家庭生活の両立の推進
シート 計画書ページ 担当課
2-2 P48 福祉健康課（保健センター）
2-2 P48 企画財政課

具体的施策

具体的施策

具体的施策

こども医療費の助成

児童館運営の充実
世代間交流の充実

生徒指導連絡協議会の開催

具体的施策
父親参加の促進
男女共同参画の推進

母子愛育会による地域活動事業
予防接種の実施

公民館を利用した講座の継続

保育施設における子育て相談
子育て支援ネットワークの形成

子育て支援の情報提供

親子サポートグループの支援
ファミリー・サポート・センターの充実
子育て支援拠点事業の充実

放課後児童健全育成事業（学童クラブ）の継続

様々な保育事業の実施
幼稚園預かり保育の支援
保育所（園）地域活動事業
小学校との連携

文化のまちづくり事業の支援

「食育」に関する講座の開催

乳幼児健康相談
育児相談

図書館のおはなし会の継続

利用者支援事業の実施

事故防止など啓発事業

母親学級の開催
親子教室の開催
読み聞かせの実施

歯みがき指導とフッ素塗布

乳幼児全戸訪問事業

小児救急医療の充実

保育施設の開放

母子健康手帳の交付

ハイリスク妊産婦訪問指導

栄養相談の継続
離乳食教室の継続

幼少期からの食育啓発

乳幼児訪問指導

養育支援訪問事業
未熟児養育指導
乳幼児健康診査の充実

妊婦一般健康診査

母親学級における食育の推進

妊産婦健康相談



施策一覧 【資料1】

３　要保護児童への対応などきめ細かな対応
シート 計画書ページ 担当課
2-3 P49 福祉健康課（保健センター）
2-3 P49 福祉健康課
2-3 P49 企画財政課
2-3 P49 福祉健康課
2-3 P49 福祉健康課
2-3 P50 福祉健康課（保健センター）
2-3 P50 福祉健康課
2-3 P50 福祉健康課
2-3 P50 福祉健康課
2-3 P50 福祉健康課
2-3 P50 福祉健康課
2-3 P50 福祉健康課
2-3 P50 福祉健康課
2-3 P50 福祉健康課
2-3 P50 福祉健康課
2-3 P50 福祉健康課
2-3 P51 福祉健康課
2-3 P51 福祉健康課
2-3 P51 福祉健康課
2-3 P51 福祉健康課
2-3 P51 福祉健康課
2-3 P51 福祉健康課

基本目標３　みんなが子どもをつつむまち
１　安心・安全な生活環境の整備

シート 計画書ページ 担当課
3-1 P52 総務課・まちづくり整備課
3-1 P52 新市街地整備課
3-1 P52 新市街地整備課
3-1 P52 総務課

２　子どもの安全の確保
シート 計画書ページ 担当課
3-2 P53 総務課
3-2 P53 総務課
3-2 P53 教育総務課
3-2 P53 総務課
3-2 P53 教育総務課
3-2 P53 教育総務課
3-2 P53 教育総務課

具体的施策

具体的施策

保育所等訪問支援
移動支援
日中一時支援

通学路などの道路環境整備
安心して使える公園の確保
バリアフリー化の推進

健診などによる早期発見・治療
補装具費支給

短期入所事業（ショートステイ）

具体的施策

日常生活用具給付

「子ども110番の家」の指定・活用
被害に遭った子どものケア

子どもの防犯教室の充実

交通安全教室の開催
チャイルドシート等使用の普及啓発
防犯ブザーの配布

パトロール活動の推進

広報などによる啓発活動

医療型児童発達支援

重度心身障がい者医療費助成
児童発達支援

放課後等デイサービス

特別児童扶養手当の支給
障害児福祉手当の支給
在宅重度心身障害者手当の支給

短期保護委託料の助成
障がい児保育の支援
タクシー利用券交付

女性相談の充実

虐待の早期発見と予防
虐待などに関する相談体制の充実

ひとり親家庭医療費補助
母子（父子）寡婦福祉資金貸付制度の周知



１－１

基本目標１　いきいきと子どもが生まれ育つまち

１　母性並びに乳児及び用事などの健康の確保・増進

（１）子どもや母親の健康の確保

基本目標１
１-（１）-①

P40 福祉健康課（保健センター）

内　容

実績と課題

現在の進捗状況

基本目標１
１-（１）-②

P40 福祉健康課（保健センター）

内　容

実績と課題

現在の進捗状況

基本目標１
１-（１）-③

P40 福祉健康課（保健センター）

内　容

実績と課題

現在の進捗状況

基本目標１
１-（１）-④

P40 福祉健康課（保健センター）

内　容

実績と課題

現在の進捗状況

母子健康手帳の交付

妊娠・出産・育児まで一貫した健康状態を記録できる手帳の交付を行い、妊娠届出時には、アンケートおよび個別面接を行います。

・平成２７年度母子手帳発行数　２０２名
・妊娠届出時アンケート及び個別面接の実施

順調

保健師による身体計測、育児相談を月１回行います。また、乳幼児健診などにおいて随時相談を行います。

・電話、来所、乳幼児健診時など状況に応じ実施。
・母子手帳交付時、こんにちは赤ちゃん訪問、新生児訪問から相談が必要と思われる方には、相談が継続できるよう支援。

順調

順調

妊産婦健康相談

妊産婦の悩みや不安などの相談に対し、保健師が面接や電話で対応します。

乳幼児健康相談

・乳幼児とその親を対象とした健康相談、電話、乳幼児健診など、状況に応じた保健指導を実施

・乳幼児とその親を対象にした健康相談。電話、来所、乳幼児健診など、状況に応じ実施。

育児相談

 平成２７年度：乳児１０２名、幼児１６２名、小学生０名、健診等フォロー３０名。１か月の平均来所者３２人。スタッフが足りないため、時間が
待てずに帰ってしまう来所者もおり、全員にフォローできていない。

やや遅れている



１－１

基本目標１
１-（１）-⑤

P40 福祉健康課（保健センター）

内　容

実績と課題

現在の進捗状況

基本目標１
１-（１）-⑥

P41 福祉健康課（保健センター）

内　容

実績と課題

現在の進捗状況

基本目標１
１-（１）-⑦

P41 福祉健康課（保健センター）

内　容

実績と課題

現在の進捗状況

・助産師や保健師による新生児訪問指導、こんにちは赤ちゃん訪問指導を行い、育児不安等の軽減や産後うつの早期発見に努めます。
・訪問指導では、新生児・乳児の体重測定や産婦の健康状態等を確認し、育児相談等を行います。
・低体重児については、継続指導の必要性もあることから、保健師が訪問して指導します。

　産婦・新生児訪問の充実をはかり、生後４か月以下の母子を対象とした訪問を全員に実施し、母子の状態を確認できるよう努めている（新
生児訪問・こんにちは赤ちゃん訪問）。また、里帰り中の訪問を希望される方については、里帰り先に訪問を依頼し、新生児訪問を受けられ
るように努めた。
平成２７年度：１３９名（新生児訪問指導：１１０名、こんにちは赤ちゃん訪問：２７名、里帰り先訪問：２名）※未訪問９名

やや遅れている

・乳幼児健康診査時に歯科健診とブラッシング指導など乳幼児期に必要な歯科保健指導を実施します。
・また、３歳４か月健康診査時には、希望者に対しフッ素塗布を実施します。
・今後、１歳８か月健康診査においても、フッ素塗布を平成２８年度から実施します。

・歯磨き指導：１歳８か月児健康診査：１７４名、３歳４か月児健康診査：２０５名（フッ素塗布：１３４名）
・歯科保健：９か月健診グループ指導（１７８名）
・虫歯の子が多く、今後さらに力を入れていく必要がある

ハイリスク妊産婦への保健師・助産師による家庭訪問指導を実施し、必要に応じて継続訪問を行うとともに、ハイリスク妊婦の支援体制の確
立に努めます。

必要なケースについては継続訪問。病院、保健所、児童相談所等との連携。ケースによりケース会議を実施。
多問題ケースが増加しているため、他機関との情報交換や連携がより重要である。

やや遅れている

ハイリスク妊産婦訪問指導

やや遅れている

歯みがき指導とフッ素塗布

乳幼児全戸訪問事業



１－１

基本目標１
１-（１）-⑧

P41 福祉健康課（保健センター）

内　容

実績と課題

現在の進捗状況

基本目標１
１-（１）-⑨

P41 福祉健康課（保健センター）

内　容

実績と課題

現在の進捗状況

基本目標１
１-（１）-⑩

P41 福祉健康課（保健センター）

内　容

実績と課題

現在の進捗状況

基本目標１
１-（１）-⑪

P41 福祉健康課（保健センター）

内　容

実績と課題

現在の進捗状況

各健康診査の未受診児や、各健康診査において訪問相談が必要とされた家庭について随時訪問します。

健康の未受診児や健診や相談で訪問指導が必要とされた家庭を随時訪問している。
フォローしても連絡が取れない家庭もある。

乳幼児訪問指導

やや遅れている

4か月、9か月、1歳8か月、3歳4か月児健康診査を実施しています。各健康診査の受診率の向上に努めるとともに、未受診児についてフォ
ローしていきます。

養育支援が必要な家庭に対し、保健師等が訪問し指導助言を行っているが、厚生労働省ガイドラインに基づく事業は実施していない。実施
に当たっては、支援の進行管理や当該事業の対象者に対する他の支援との連絡調整を行う中核機関を定めるほか実施要綱の策定が必
要。

遅れている

乳幼児健康診査の充実

・平成２７年度乳幼児健診受診率　４か月児健診９６．９％、９か月児健診９８.9％、１歳８か月児健診９３．８％、３歳４か月児検診９４．６％。
・未受診者のフォロー実施。

順調

順調

養育支援訪問事業

・育児ストレス、産後うつ病、育児ノイローゼ等の問題によって、子育てに対して不安や孤立感等を抱える家庭や、様々な原因で養育支援が
必要となっている家庭に対して、保健師・助産師等が訪問し、具体的な養育に関する指導助言等を行います。

未熟児養育指導

リスクをもった未熟児について、出生後速やかに適切な処置を講じ、健やかな成長を支援していきます。

・平成２７年度訪問実施状況　　実人員９名、延べ人員２２名



１－１

基本目標１
１-（１）-⑫

P41 福祉健康課（保健センター）

内　容

実績と課題

現在の進捗状況

基本目標１
１-（１）-⑬

P42 福祉健康課（保健センター）

内　容

実績と課題

現在の進捗状況

基本目標１
１-（１）-⑭

P42 福祉健康課（保健センター）

内　容

実績と課題

現在の進捗状況

親子教室：月１～２回、年２０回開催。対象児２３名（延１３１名）参加。母親の育児不安やストレス軽減に努め、子どもの発育発達を促すよう
な場・親子遊びを提供した。
親子教室同窓会：前年度に親子教室を卒業した母子を対象に、年１回（８月）開催。入園後の様子確認や相談を実施。

順調

親子教室の開催

・各健康診査時や各種相談において経過観察が必要とされた親子を対象として、子どもの発育発達を促すような場と親子遊びを提供し、母
親の育児不安やストレスの軽減を図ります。
・親子教室同窓会交流会を開催し、卒業した母子への支援を継続するとともに、卒業生と参加者が交流できる場を提供します。

妊婦を対象に、医師・助産師・栄養士・歯科衛生士・保健師による講話や調理実習を実施するほか、先輩ママとの交流会やレクリエーション
を実施することにより出産・育児への不安の軽減を図ります。また、マタニティブルーについて資料を作成・配付します。

・平成２７年度　母８１名、父１１名、子１４名参加
　栄養指導に食事記録を導入し、個々の食事バランスを自身で確認できるようにし、より良い妊娠中の食事について指導。

順調

妊婦一般健康診査として、超音波、HBs抗原検査、HIV抗体検査、風疹ウイルス抗体検査等の受診を促進します。

妊婦一般健康診査

・妊婦一般健康診査として、全14回、超音波検査（4回）、及びB型肝炎抗原検査、C型肝炎抗体検査、HIV抗体検査、子宮頸がん検査、
HTLV-1抗体検査、性器クラミジア検査,にかかる費用を公費負担している（年齢に関わらず）。
平成27年度助成券発行冊数202冊

順調

母親学級の開催



１－１

基本目標１
１-（１）-⑮

P42 福祉健康課（保健センター）

内　容

実績と課題

現在の進捗状況

基本目標１
１-（１）-⑯

P42 福祉健康課（保健センター）

内　容

実績と課題

現在の進捗状況

基本目標１
１-（１）-⑰

P42 福祉健康課（保健センター）

内　容

実績と課題

現在の進捗状況

基本目標１
１-（１）-⑱

P42 福祉健康課（保健センター）

内　容

実績と課題

現在の進捗状況

・４か月及び９か月児健診における誤飲チェッカーを使った指導を実施。
・４か月児健診における、愛育班による事故予防について説明・資料配布。
・９か月児健診において、子どもの不慮の事故防止パンフレットを配布。

順調

感染症による患者の発生や死亡者の減少を目的として、予防接種法に基づき予防接種を行います。

・感染症による患者の発生や死亡者の減少を目的に予防接種法に基づき、継続して実施。
・平成27年度接種率
◎定期接種：BCG95.6%、四種混合96.1%、日本脳炎（特例対象者を含む）1期79.5%、
2期37.8%、MR1期100.5%、MR２期90.3％、ヒブ99.7％、小児用肺炎球菌100.1％

順調

子育て経験を生かした子育て支援活動を推進します。

・会員数２１名
・４か月健診での絵本の読み聞かせ、事故防止を実施。
・育児支援事業として実施している「七夕会」「よちよちハイハイ競走」「クリスマス会」が好評。
・班員の高齢化と新規会員の確保が課題。

母子愛育会による地域活動事業

順調

予防接種の実施

順調

健康診査時において、子どもの不慮の事故防止のための指導を行うほか、普及啓発を図ります。

読み聞かせの実施

・乳児期からの母と子どものふれあいを深めるため、健康診査時に、絵本を活用したコミュニケーションの取り方や絵本の使い方について説
明を行いながら、本の読み聞かせの必要性を伝えます。

･４か月健康診査時に愛育会による読み聞かせを実施。受診者全員155名。
・９か月健康診査時に読み聞かせの必要性について保健師から集団指導している。

事故防止など啓発事業



１－１

（２）「食育」の推進

基本目標１
１-（２）-①

P43 福祉健康課（保健センター）

内　容

実績と課題

現在の進捗状況

基本目標１
１-（２）-②

P43 福祉健康課（保健センター）

内　容

実績と課題

現在の進捗状況

基本目標１
１-（２）-③

P43 福祉健康課（保健センター）

内　容

実績と課題

現在の進捗状況

管理栄養士による予約制の個別相談を月1回実施（平成27年度：45名）
また、育児相談や乳幼児健康診査等において管理栄養士による相談を実施（平成27年度：9か月63名、1歳8か月55名、3歳4か月32名）

順調

・平成２４年度から、栄養指導に食事記録を導入し、個々の食事バランスを自身で確認できるようにし、より良い妊娠中の食事について指
導。

順調

離乳食教室の継続

・栄養士による離乳食講話、デモンストレーション、試食を行います。
・乳児健康診査時に食生活改善推進員の協力により離乳食の試食を実施します。また、食材リストや離乳食の進め方について栄養士が助
言します。
初期・中後期の講習会を隔月で開催。作り方がわかるようにデモンストレーションを実施。事前アンケートを行ない、参加者が知りたいと思っ
ている内容を管理栄養士の講話やデモンストレーションに盛り込むようにしている。作り方・食べさせ方・離乳食の進め方などを相談できるよ
うに努めた。
参加者の要望からメニュー変更し工夫している。
平成２７年度参加者　母６０人、子５４人

順調

栄養相談の継続

・管理栄養士による個別相談を行います。
・育児相談や各乳児健康診査時に管理栄養士による栄養相談を行います。

・妊婦を対象に、医師・栄養士・歯科衛生士・保健師による講話や調理実習を行います。
・個々の食事バランスを自身で確認できるよう、栄養指導に食事記録を導入し、より良い妊娠中の食事について助言します。

母親学級における食育の推進



１－１

基本目標１
１-（２）-④

P43 福祉健康課（保健センター）

内　容

実績と課題

現在の進捗状況

基本目標１
１-（２）-⑤

P43 福祉健康課

内　容

実績と課題

現在の進捗状況

幼少期からの食育啓発

地域子育て支援センターにおける「食育」をテーマとした親子講座などの開催に努めます。

地域子育て支援センター（2か所）において実施、今後は参加者が増えるよう周知（広報等）に努める。
参加者数　27年度　大川戸・・・講座「考えてみよう、食育の大切さ」10組21人（５月開催）
　　　　　　　　　　　　松伏・・・講座の実施はしていないが、グランマサロン（ボランティアによる栄養・育児相談）を毎月１回実施

・食生活改善推進員や母子愛育会と連携をとり、「健康展」や「たなばた会」などにおいて、親子を対象に適切な食生活習慣を確立させるため
の講義や指導などを行います。

・食生活改善推進員の事業：親子料理教室　２４名　・母子愛育会の事業：クリスマス会　４７名
実施回数が少ないことが課題。

やや遅れている

「食育」に関する講座の開催

順調



１－１

（３）小児医療の充実

基本目標１
１-（３）-①

P43 福祉健康課

内　容

実績と課題

現在の進捗状況

基本目標１
１-（３）-②

P43 福祉健康課（保健センター）

内　容

実績と課題

現在の進捗状況

・中学校修了までの子どもを対象に保険診療分の一部負担金の助成を行います。

平成２３年６月診療分から　非課税世帯に限り通院医療費の助成を中学校卒業までに拡大
平成２４年１０月診療分から　非課税世帯に限らず通院医療費の助成を中学校卒業までに拡大（ただし町税等に未納がある場合は支給停
止する場合があり）
実績　平成２５年度　　１２０，７５８，５０１円（５８，７８１件）
　　　　平成２６年度　　１２０，４６５，２５９円（５７，６７８件）
　　　　平成２７年度　　１１８，８５２，２７５円（５７，０３０件）

・土曜、日曜、祝祭日、お盆、年末年始を除く、平日の時間外に、輪番制による小児時間外（初期救急）診療及び電話相談を継続するよう支
援します。

平成２２年度からは１市１町（吉川市、松伏町）による共同事業で、吉川松伏医師会の協力を得て小児時間外（初期救急）診療を行っている。
平日の１９時から２２時までで、土、日、祝祭日、お盆、年末年始を除き平成２７年度は２４１日実施し受診、電話相談あわせて６３３件実施し
た。
１日平均２．６件の受診状況での現状の委託料のなかでは赤字となっていることから、事業の継続に向けて委託料の見直しが課題。

やや遅れている

こども医療費の助成

順調

小児救急医療の充実



１－２

２　未就園児とその家庭に対する支援

（１）保育施設の開放

基本目標１
２-（１）-①

P44 福祉健康課

内　容

実績と課題

現在の進捗状況

基本目標１
２-（１）-①

P44 福祉健康課

内　容

実績と課題

現在の進捗状況

（２）子育て支援のネットワークづくり

基本目標１
２-（２）-①

P44 福祉健康課

内　容

実績と課題

現在の進捗状況

基本目標１
２-（２）-②

P44 福祉健康課

内　容

実績と課題

現在の進捗状況

・保育所（園）、幼稚園、認定こども園において定期的に子育て育児相談を実施し、在園児だけでなく地域の未就園児の保護者からの相談に
も対応するとともに、情報提供や助言などに対する支援をします。

町立保育所：平日１３時～１６時まで主任保育士及び主任栄養士による育児相談を実施
私立保育所：主任保育士を業務に専任させ、保護者や地域住民からの育児相談等に積極的に取り組む施設について委託料を加算
認定こども園：育児相談等の地域の子育て支援活動を行うことが義務付けられている。

順調

平成２７年度
・松伏町子ども・子育て支援審議会２回開催
・母子保健連携会議（保健センター、地域子育て支援センター、学校養護教諭、子育て支援員（福祉健康課）の情報交換会議）１回開催

・子ども・子育て支援の各事業実施者、関係機関との連絡調整などを行い、子どもとその保護者が子ども・子育て支援の各施策を円滑に利
用できるよう支援します。
・子ども・子育て支援施策の円滑な運営を図るため、関係諸機関の連携強化を図ります。

・保護者が、保育所（園）、幼稚園、認定こども園及び一時預かり等の地域子育て支援事業等の中から適切なものを選択して円滑に利用でき
るよう役場の子育て支援担当部署に職員を配置し、情報提供や必要に応じた相談・助言等を行います。

平成２７年４月から子育て支援員１名を福祉健康課に配置、役場窓口で保育所等入所などの相談にのるほか、月１～２回程度、保健セン
ター、松伏地域子育て支援センター、大川戸地域子育て支援センターに出向き、子どもや保護者に対応した。母子保健連携会議に参加。

子育て支援ネットワークの形成

順調

利用者支援事業の実施

順調

保育施設の開放

・地域の未就園児を対象に親子登園を呼びかけ、在園児の保育活動への参加や専門講師による講演などを通して保護者の子育てを支援し
ます。

町内全ての保育所（園）・認定こども園で定期的に園庭開放等を実施。保護者の子育てを支援している。

順調

保育施設における子育て相談



１－２

基本目標１
２-（１）-③

P44 福祉健康課

内　容

実績と課題

現在の進捗状況 順調

・子育て支援の情報を提供するため、子育てガイド「元気に育て!まつぶしっ子」を作成します。

子育てガイド「松伏子育て情報便」を保健センター、福祉健康課共同で作成し、町内各子育て支援施設で子育て中の保護者に配布。埼玉県
作成「イクメンの素」を保健センター、地域子育て支援センターで希望する保護者に配布。

子育て支援の情報提供



２－１

基本目標２　にこにこと子どもを育てるまち

１　地域における子育ての支援

（１）地域における子育て支援の充実

基本目標２
１-（１）-①

P45 福祉健康課

内　容

実績と課題

現在の進捗状況

基本目標２
１-（１）-②

P45 福祉健康課

内　容

実績と課題

現在の進捗状況

基本目標２
１-（１）-③

P45 福祉健康課

内　容

実績と課題

現在の進捗状況

・子育ての援助を受けたい方（利用会員）と子育ての援助を行いたい方（提供会員）が会員となり地域での子育てを支援する「ファミリー・サ
ポート・センター」を運営します。
・町のホームページや広報まつぶしなどで情報提供を行います。
・提供会員への研修参加体制を整え、質の向上を図ります。

子育ての援助を受けたい方（利用会員）の登録数も増え、子育ての支援が充実。提供会員への研修体制を整え会員の増員に努める。
実績　２７年度　提供会員４０人、利用会員４０５人

病児・緊急対応サポートについて、検討中。

順調

利用実績
松伏地域子育て支援センター　　　利用者数　３，８３５組、８，７５２人
大川戸地域子育て支援センター　 利用者数　　　７８６組、１，７８８人
※大川戸地域子育て支援センターは、Ｈ２８．４．１から農村トレーニングセンターに移転した。

子育て支援拠点事業の充実

・乳幼児とその保護者を対象に、情報交換や交流、仲間づくりを行う地域子育て支援拠点事業を松伏町地域子育て支援センター、大川戸地
域子育て支援センターで引き続き実施します。
・子育て支援の拠点として、利用をしやすくするとともに支援内容の充実を図ります。

順調

親子サポートグループの支援

・町のホームページや広報まつぶし、地域子育て支援センターなどで情報提供を行います。

子どもを安心して生み、育てられる環境を地域ぐるみでつくるため、有資格者や子育て経験者による一時預かりを行う民間グループについて
地域子育て支援センター等で情報提供。

ファミリー・サポート・センターの充実

順調



２－１

（２）教育・保育事業の充実

基本目標２
１-（２）-①

P46 福祉健康課

内　容

実績と課題

現在の進捗状況

基本目標２
１-（２）-②

P46 福祉健康課

内　容

実績と課題

現在の進捗状況

基本目標２
１-（２）-③

P46 福祉健康課

内　容

実績と課題

現在の進捗状況

基本目標２
１-（２）-④

P46 教育総務課

内　容

実績と課題

現在の進捗状況

基本目標２
１-（２）-⑤

P46 福祉健康課

内　容

実績と課題

現在の進捗状況

放課後児童健全育成事業（学童クラブ）の継続

・保護者が仕事等のために昼間家庭にいない小学生に対して、授業の終了後に適切な遊びや生活の場を与え、健全な育成を図ります。

27年度定員数　　           ３５５人
27年度利用児童数　　　　３４５人

順調

町内の施設、「特別養護老人ホーム　三戸里園」「かるがもセンター」、「ふれあいセンターかがやき」で実施されているふれあいデイサービス
において、通園児が通所者との交流をしている。

順調

保育所（園）地域活動事業

保育所（園）が有する専門的機能を活用した様々な地域交流を支援します。

小学校との連携

・保育所（園）、幼稚園、認定こども園と小学校との連携・交流を促進し、小学校教育に円滑につながるよう配慮します。

平成２７年度実績
７月、１２月、３月の計３回、「松伏町保幼小連絡協議会」を開催した。１回目は小学校の授業を、２回目は認定こども園の保育の様子を、町内
の保幼小の教職員が参観し、協議を行った。

順調

様々な保育事業の実施

・待機児童ゼロを引き続き継続するとともに、保護者のニーズに合わせて保育の質の向上を目指します。
・延長保育、一時保育の充実を図ります。
・軽度の障がいのある児童の受け入れの拡大に努めます。

延長保育：H27年度実績（18：30～19：30利用実人数）　118人
一時預かり：H27年度実績　実人数10人、延べ人数48人
障がいのある児童の受け入れ：H27年度　2施設2名

やや遅れている

幼稚園預かり保育の支援

・幼稚園に通う児童の通常の保育時間が終了した後の預かり保育の実施を支援します。

認定こども園の幼稚園部分に通う子どもについて、一時預かり事業（幼稚園型）の委託をし、預かり保育実施にかかる経費の一部を補助して
いる。

順調



２－１

（３）児童の健全育成

基本目標２
１-（３）-①

P47 教育文化振興課

内　容

実績と課題

現在の進捗状況

基本目標２
１-（３）-②

P47 教育文化振興課

内　容

実績と課題

現在の進捗状況

基本目標２
１-（３）-③

P47 教育文化振興課

内　容

実績と課題

現在の進捗状況

基本目標２
１-（３）-④

P47 福祉健康課

内　容

実績と課題

現在の進捗状況

基本目標２
１-（３）-⑤

P47 福祉健康課

内　容

実績と課題

現在の進捗状況

世代間交流の充実

・保育所（園）、幼稚園、認定こども園及び学校の児童生徒と高齢者等の世代を超えた交流の場を提供します。

町内の施設、「特別養護老人ホーム　三戸里園」、「介護老人保健施設　なのはなの里」及び「ふれあいセンターかがやき」で実施されている
ふれあいデイサービスにおいて、園児が通所者との交流をしている。

順調

児童館運営の充実

・保育所（園）、幼稚園、認定こども園及び学校の児童生徒と高齢者等の世代を超えた交流の場を提供します。

児童館「ちびっこランド」において、子ども自身の発見と創造、仲間づくりができるよう、さまざまな行事や教室を開催。
・高齢者との交流：ふれあい交流会（敬老の日企画）２７年度１回実施２０人参加
・中学生との交流：中学生社会体験チャレンジ２７年度各中学校３日ずつ実施

順調

順調

平成１９年度から東日本大震災の年以外毎年実施しており、平成２８年度は９回目の開催となる。課題としては、ボランティアの確保が年々難
しくなっている。平成２７年度来場者数１，４４７人。

やや遅れている

図書館のおはなし会の継続

・サークルの協力を得て、幼児、小学生を対象に絵本、紙芝居の読み聞かせを継続します。

毎月第２･第4土曜日の午後赤岩地区公民館で実施している。参加者の増加が課題であり、読み聞かせのほかに手遊びなども行っている。本
の選定にも苦慮している。12月のおはなしランドの日には、子ども人形劇鑑賞会も行っている。２７年度２３回１２６名参加。

公民館を利用した講座の継続

・子どもの学習の場や居場所づくりとして公民館を活用し、子どもや親子を対象とした講座の開催を継続します。

もの作り体験の事業は、もの作りの大切さを学ぶとともに、父母祖父母への手作りプレゼントは、日ごろの感謝を伝えるいい機会となってい
る。ただし、製作において、大人の支援が、多すぎるように思われる。マンネリにならないよう、職員は、制作するメニューの決定に苦慮してい
る。２７年度１０事業３１回２６８名参加。

順調

文化のまちづくり事業の支援

・「子ども主役のまちづくり」をテーマに、次代の主役である子どもに良い文化を伝え、子どもの育ちを支援する活動を行っている「文化のまち
づくり事業」への支援を継続します。



２－１

基本目標２
１-（３）-⑥

P47 教育総務課

内　容

実績と課題

現在の進捗状況

生徒指導連絡協議会の開催

・関係機関や団体が連携して生徒指導を推進し、児童生徒のいじめ、非行を防止するため、協議会を開催し、情報交換を行います。

吉川市と合同で、年に２回生徒指導主任会を開催している。

順調



２－２

２　職業生活と家庭生活の両立の推進

（１）仕事と子育ての両立の推進

基本目標２
２-（１）-①

P48 福祉健康課

内　容

実績と課題

現在の進捗状況

基本目標２
２-（１）-②

P48 福祉健康課（保健センター）

内　容

実績と課題

現在の進捗状況

（２）多様な働き方の実現

基本目標２
２-（２）

P48 企画財政課

内　容

実績と課題

現在の進捗状況

男女共同参画の推進

男女共同参画事業において、「仕事と生活の調和の実現（ワーク・ライフ・バランス）」に向けて、啓発活動の充実を図ります。また、女性への
暴力をなくす運動などについて啓発活動を行います。

「まつぶしコミュニケーションプラン」（松伏町男女共同参画基本計画）に基づき、その成果を検証しながら男女共同参画社会実現に向けた施
策に取り組んでる。
「松伏町男女共同参画情報誌」第１号を発行し、町民まつりに啓発活動を行いました。引き続き、「松伏町男女共同参画情報誌」については、
発行し啓発活動を行っている。

順調

母親学級（４回コース）の４回目を土曜日に開催し、父親が参加しやすいようにしている。４回目は、子育てに関するビデオ鑑賞・沐浴実習・マ
タニティ体験などを行ない、父親の子育て参加を促すように努めた。
父子手帳の配布も行った。平成２７年度１４名参加

遅れている

・父親の子育てへの参加を促すため、「母親学級」の一部を土曜日に開催します。

仕事と子育ての両立の推進

・仕事と子育ての両立の推進のため、保育所（園）、認定こども園の延長保育や一時保育の充実、幼稚園における預かり保育の充実に努め
ます。

保育所（園）の延長保育：町内全ての保育所（園）で実施。延長時間は１８：３０～１９：００の３０分。
保育所（園）の一時保育：町内３か所の保育所（園）で実施。平成２７年度実績、実利用児童数：１０人、延利用日数：４８日
学童クラブ：日曜祝日を除き最長18：30まで開所し、保護者の就労支援に努めた。

順調

父親参加の促進



２－３

３　要保護児童への対応などきめ細かな対応

（１）児童虐待防止対策の充実

基本目標２
３-（１）-①

P49 福祉健康課

内　容

実績と課題

現在の進捗状況

基本目標２
３-（１）-②

P49 福祉健康課（保健センター）

内　容

実績と課題

現在の進捗状況

基本目標２
３-（１）-③

P49 福祉健康課

内　容

実績と課題

現在の進捗状況

基本目標２
３-（１）-④

P49 企画財政課

内　容

実績と課題

現在の進捗状況

女性相談の充実

女性の自立と杜会参加を支援するため、子育てをはじめ家庭内の悩み、人付き合いのストレス、離婚、裁判所や弁護士手続き、DV（夫やパー
トナーからの暴力）、デートDV、セクシャル・ハラスメントなど様々な相談に対して助言・支援を行います。

女性相談・育児相談の開設（月曜日第１．３．５：午前９時３０分～１２時３０分、水曜日毎週、土曜日第２．４．５：午後１時～４時）

順調

要保護児童対策地域協議会の活用

・要保護児童対策地域協議会を定期的に開催し、関係機関が相互に連携をとりながら、児童虐待の防止に努めます。
・必要に応じて、随時ケース会議を開催し、心配なケースについての情報を共有します。

要保護児童について随時ケース会議を開催、定期的に実務者会議、代表者会議を開催し、関係機関と連携しながら虐待防止に向け取り組ん
でいる。
実務者会議年３回、代表者会議　年1回のペースで開催している。今後は実務者会議の回数をふやすことも検討中

虐待などに関する相談体制の充実

・保健センターで保健師が相談を受けるほか、町の子育て支援担当窓口でも相談できるよう、担当職員の知識向上に努めます。

役場福祉健康課窓口に専門知識や資格をもつ職員がいないため、重篤と思われるケースは児童相談所と共同で対応するようにしている。通
報件数も増加傾向なので、今後の体制については検討が必要。

やや遅れている

順調

虐待の早期発見と予防

・健康相談、健康診査、訪問指導などを通して児童虐待の早期発見に努めます。
・関係機関との連絡調整を行います。

健康相談、健康診査、訪問指導などにおいて把握された虐待が疑われるケースについては、電話や訪問等においてフォローしている。また、
健康診査終了後にケース検討会議を開催し、情報共有と処遇の検討ができている。女性相談等関係部署とのケース会議も設け、情報交換や
支援方法の検討を行っている。
把握は充実してきているが、困難ケースが増加しており対応が難しくなってきている。

やや遅れている



２－３

（２）ひとり親家庭の自立支援

基本目標２
３-（２）-①

P49 福祉健康課

内　容

実績と課題

現在の進捗状況

基本目標２
３-（２）-②

P49 福祉健康課

内　容

実績と課題

現在の進捗状況

母子（父子）寡婦福祉資金貸付制度の周知

「母子（父子）及び寡婦福祉資金貸付け制度」に関する情報提供を行います。

埼玉県の事業です。町では、制度周知パンフレットを窓口で配布しています。

順調

支給状況
平成25年度　  9,301,643円（3,513件）
平成26年度　　7,652,818円（2,745件）
平成27年度　　7,942,457円（2,808件）

順調

ひとり親家庭医療費補助

・１８歳未満の児童等を養育するひとり親家庭などの方が医療機関で診察を受けた場合、その診療費の保険診療分の一部負担金を助成しま
す。



２－３

（３）障がい児施策の充実

基本目標２
３-（３）-①

P50 福祉健康課（保健センター）

内　容

実績と課題

現在の進捗状況

基本目標２
３-（３）-②

P50 福祉健康課

内　容

実績と課題

現在の進捗状況

基本目標２
３-（３）-③

P50 福祉健康課

内　容

実績と課題

現在の進捗状況

基本目標２
３-（３）-④

P50 福祉健康課

内　容

実績と課題

現在の進捗状況

基本目標２
３-（３）-⑤

P50 福祉健康課

内　容

実績と課題

現在の進捗状況 順調

短期入所事業（ショートステイ）

・在宅で暮らす障がい児を介護していた者が病気などで介護できなくなった場合、障がい児を施設に一時入所させ、必要な支援を行います。

事業実施中
２７年度実績（障がい者含む）
　１１４件　　５，７６１，９９７円

順調

短期保護委託料の助成

病気などの理由により、一時的に有料で介護を委託した場合、委託料を助成します。

事業実施中
２７年度実績（障がい者含む）
　２名　１１日　　３４，５００円

事業実施中
２７年度実績（障がい者含む）
　５９６件（５，９６６，０３３円）　ストマ用装具、紙おむつ、特殊寝台、特殊マット、居宅生活動作補助用具、視覚障害者用拡大読書機、聴覚障
害者用屋内信号装置、視覚障害者用ポータブルレコーダー、電磁調理器、頭部保護帽、入浴補助用具、歩行補助杖

順調

補装具費支給

・身体障がい児の失われた身体機能を補って日常生活を容易にするために、補装具費を支給します。

事業実施中。
２７年度実績（障がい者含む）
　購入費　３３件（２，５７８，２８４円）
　修理　 　１３件（７３０，６２３円）

順調

日常生活用具給付

・在宅で暮らす障がい児について、訓練いす、入浴補助用具、移動用リフトなどの日常生活用具を給付または貸与します。

健診などによる早期発見・治療

乳幼児健康診査などを総合的に判断し、必要に応じて二次検診、発育発達相談などのフォローの場を提供するほか、医療機関などを紹介
し、その後の状況について確認を行います。また、健康診査後には、カンファレンスを開催し、多面的な検討を行います。

二次健診・発育発達相談にて必要に応じフォローしている。医療機関への紹介や関係機関との連携もとり早期の支援に努めいている。必要
時、医療機関への紹介や関係機関との連携もとっている。H27年度　発育発達相談　診察　66人、言葉　87人、運動　31人
発達障害が疑われる場合、保護者の受け入れられないことがあり、保護者の受容が課題。

やや遅れている



２－３

基本目標２
３-（３）-⑥

P50 福祉健康課

内　容

実績と課題

現在の進捗状況

基本目標２
３-（３）-⑦

P50 福祉健康課

内　容

実績と課題

現在の進捗状況

基本目標２
３-（３）-⑧

P50 福祉健康課

内　容

実績と課題

現在の進捗状況

基本目標２
３-（３）-⑨

P50 福祉健康課

内　容

実績と課題

現在の進捗状況

特別児童扶養手当等の支給に関する法律に基づき、事業を実施中。支給は県が行っている。
受給者数
平成2７年度　６９人（受給者６３人、支給停止者６人）

順調

障害児福祉手当の支給

日常生活において常時特別の介護を必要とする在宅の重度障がい児（20歳未満）に対して手当の支給を行います。

特別児童扶養手当等の支給に関する法律に基づき、事業を実施中。支給は県が行っている。
受給者数
平成２７年度　１２人

特別児童扶養手当の支給

・心身に一定の障がいのある２０歳未満の児童を育てている養育者（父母など）に、手当を支給します。

タクシー利用券交付

順調

順調

障がい児にタクシー利用券を交付し、日常生活の利便と経済的負担の軽減を図ります。

事業実施中
２７年度実績（障がい者含む）
　２８８人　１，６８２枚　　１，３９２，９４０円

順調

障がい児保育の支援

障がい児を預かる保育所等を支援します。

障がい児を預かる私立保育所については、補助金を交付し支援している。
平成２７年度実績２施設、２名。



２－３

基本目標２
３-（３）-⑩

P50 福祉健康課

内　容

実績と課題

現在の進捗状況

基本目標２
３-（３）-⑪

P50 福祉健康課

内　容

実績と課題

現在の進捗状況

基本目標２
３-（３）-⑫

P51 福祉健康課

内　容

実績と課題

現在の進捗状況

基本目標２
３-（３）-⑬

P51 福祉健康課

内　容

実績と課題

現在の進捗状況

基本目標２
３-（３）-⑭

P51 福祉健康課

内　容

実績と課題

現在の進捗状況

児童発達支援

・未就学の障がい児に、児童発達支援センター、その他の施設において、日常生活における基本的な動作の指導、知能技能の付与、集団生
活への適応訓練、その他必要な支援を行います。

事業実施中
２７年度実績
　１４３件　　１２，４２３，７６９円

順調

重度心身障がい者医療費助成

重度心身障がい児が医療機関を受診した場合の医療費の一部負担金を支給します。

事業実施中
２７年度実績（障がい者含む）
　６７９人　　６２，６６３，０００円

順調

在宅の重度心身障がい児で、障害児福祉手当などを受給していない方を対象として手当の支給を行います。

事業実施中
２７年度実績（障がい者含む）
　受給者延べ人数　３，３８０人　　支給額　１６，９００，０００円

順調

在宅重度心身障害者手当の支給

・就学（幼稚園及び大学を除く）している障がい児に、授業の終了後または休業日に支援センターその他の施設において、生活能力の向上の
ための必要な訓練、社会との交流の促進その他必要な支援を行います。

２７年度実績
　６２１件　　５５，７４８，９９２円

順調

医療型児童発達支援

・肢体不自由のある児童に、医療型児童発達支援センターまたは指定医療機関において発達支援及び治療を行います。

２７年度実績
　実績なし

順調

放課後等デイサービス



２－３

基本目標２
３-（３）-⑮

P51 福祉健康課

内　容

実績と課題

現在の進捗状況

基本目標２
３-（３）-⑯

P51 福祉健康課

内　容

実績と課題

現在の進捗状況

基本目標２
３-（３）-⑰

P51 福祉健康課

内　容

実績と課題

現在の進捗状況

保育所等訪問支援

２７年度実績
　実利用人数　３人　　述べ利用日数　３１日

順調

・障がい児が通う保育所（園）等を訪問し、集団生活への適応のための支援を行います。

２７年度実績
　実績なし

順調

移動支援

・障がい児の社会生活上必要不可欠な外出及び余暇活動等、社会に参加するために外出する際の移動を支援します。

２７年度実績（障がい者含む）
　実利用者数　１３１件　　年間延べ利用時間　１，３０４時間

順調

日中一時支援

・障がい児に、日中において活動の場を提供することよって、家族の就労、休息時間の確保を支援します。



３－１

基本目標３　みんなが子どもをつつむまち

１　安心・安全な生活環境の整備

（１）安全な道路交通環境の整備

基本目標３
１-（１）-①

P52 総務課・まちづくり整備課

内　容

実績と課題

現在の進捗状況

基本目標３
１-（１）-②

P52 新市街地整備課

内　容

実績と課題

現在の進捗状況

安心して使える公園の確保

・町民との協働により、遊具の安全性や公園の衛生状態を点検しながら修繕や清掃などの管理を進め、安全で衛生的な公園を確保します。
・公園照明灯の修繕や適正な樹木剪定を行い、公園の防犯性の維持や向上に努めます。

　年１回の遊具点検をはじめ、定期的な公園パトロールを実施し、安全で衛生的な公園管理を行っている。
　また、公園の清掃等の作業については、一部地元の町民が担っているほか、必要に応じて町で実施している。
　課題として、今後大幅な予算増加が望めない中で今後の維持管理に影響がある。

やや遅れている

通学路などの道路環境整備

・安全・安心な道路環境を構築するため、道路の歩行者空間の確保を図ります。
・街路灯、道路標識、誘導ブロック、ガードレール、カーブミラーなどの交通安全施設を整備します。
・通学路の安全確保のため、適宜点検を実施し、必要に応じて改修・整備します。

　都市計画道路河原町深町線の河原町工区の新設にあわせ両側に歩道を設置した。
　町道７４号線等の歩道設置を順次進めるとともに、ゆめみ野地区の歩道等について順次改修を行なっている。
　課題として、今後大幅な予算増加が望めない中で今後の整備進捗に影響がある。

やや遅れている



３－１

（２）安全・安心まちづくりの推進

基本目標３
１-（２）-①

P52 新市街地整備課

内　容

実績と課題

現在の進捗状況

基本目標３
１-（２）-②

P52 総務課

内　容

実績と課題

現在の進捗状況 順調

広報などによる啓発活動

・防犯意識の高揚を図るため、町のホームページ、広報まつぶしなどで防犯情報の提供を行います。
・犯罪の被害防止のため、警察と協力して防犯教室などを行います。

バリアフリー化の推進

警察から提供される犯罪情報を町ホームページに掲載（随時更新）
チカン等の被害発生時には、小学校、学童クラブ、児童館等へ情報提供するとともに、町ホームページ、マップーメール、ツイッターにより被
害防止を啓発
吉川警察署、松伏町、地域安全推進連絡会の３者による「松伏町犯罪情報の住民提供等に関する協定」（平成２８年２月２３日締結）

福祉のまちづくり条例により、公共施設などのバリアフリ一化を推進します。

　主要な公共施設についてはバリアフリー対応済。
　新設又は改修を行う施設についてはバリアフリー化を行うこととしている。
　課題として、今後大幅な予算増加が望めない中で今後の整備進捗に影響がある。

順調



３－２

２　子どもの安全の確保

（１）子どもの交通安全を確保するための活動の推進,

基本目標３
２-（１）-①

P53 総務課

内　容

実績と課題

現在の進捗状況

基本目標３
２-（１）-②

P53 総務課

内　容

実績と課題

現在の進捗状況

幼稚園・保育所等への保護者に対しチラシを配布
窓口でのチラシ配布
町ホームページ、マップーメールにより啓発

交通安全教室の開催

・認定こども園、保育所（園）、幼稚園、小学校、中学校、公民館などで行う交通安全教室について、警察など関係機関と連携し、継続的に実
施します。

各施設からの要望により適宜開催してる。また、各施設に対しても、繰り返し交通安全教育の実施を依頼している。

順調

順調

チャイルドシート等使用の普及啓発

チャイルドシートの正しい着用についての啓発に努めます。



３－２

（２）子どもを犯罪などの被害から守るためめ活動

基本目標３
２-（２）-①

P53 教育総務課

内　容

実績と課題

現在の進捗状況

基本目標３
２-（２）-②

P53 総務課

内　容

実績と課題

現在の進捗状況

基本目標３
２-（２）-③

P53 教育総務課

内　容

実績と課題

現在の進捗状況

子どもの防犯教室の充実

・警察など関係機関と協力して、不審者に遭った場合の避難訓練などの充実を図ります。
・教育委員会や福祉健康課等と協力し、子どもの防犯対策を推進します。

学童クラブにおいて防犯教室を行ってる。

順調

パトロール活動の推進

教職員やPTAが中心となり、通学路などのパトロールを行います。

通学路にたって、登下校を見守ることがある。

順調

防犯ブザーの配布

毎年、小学校就学児童に防犯ブザーを配布し、使用方法を指導します。

防犯ブザーを配布するときに使い方の指導等を行っている。

順調



３－２

基本目標３
２-（２）-④

P53 教育総務課

内　容

実績と課題

現在の進捗状況

（３）被害に遭った子どもの保護の推進

基本目標３
２-（３）-①

P53 教育総務課

内　容

実績と課題

現在の進捗状況 順調

各校で１１０番の家の依頼を定期的に行っている。教育委員会として、１１０番の家の看板について予算付けを行った。

順調

被害に遭った子どものケア

・適応指導教室に教育相談員を配置し、子どもや保護者を対象に電話等による相談を継続します。

子供や保護者を対象に電話等による相談を実施している。

痴漢、通り魔などの不審者による児童・生徒の被害を防ぐため、緊急避難場所として、町内各校で「子ども110番の家」を指定します。

「子ども110番の家」の指定・活用


